
 

 新年明けましておめでとうございます。  
 

富山県立イタイイタイ病資料館が開館して、４年目の春を迎えようとしています。

職員一同、子どもたちをはじめ国内外の幅広い年代の方々にイタイイタイ病を学ん

でいただけるよう、これまで以上に努力していく所存です。本年もよろしくお願い

いたします。 

   

 

教員向け資料館活用研修会を開催しました。 

  

 １２月２６日（金）に小学校や特別支援学校小学部の教員を対象とした資料館活

用研修会を開催しました。この研修会は、イタイイタイ病や当資料館を社会科の授

業や総合的な学習の時間、道徳の時間などに役立てていただくために実施するもの

です。  

当日は、年末のお忙しい中、また雪が降る悪天候の中、県内１４校、３３名の方

が参加されました。 

 今回の研修会は、主に、子どもたちが来館した際に学習するメニューを参加者に

体験してもらうことを目的とした第１部と、語り部講話、事例発表、講義・指導・

助言からなる第２部の二部構成で実施いたしました。 

第１部のガイダンス映像の上映、職員による展示解説、そして第２部の小松雅子

さんの語り部講話へと研修会は進んでいきました。参加者からは、展示解説で知識

を得るだけでなく、語り部講話を聞くことで心に感じるものがあったとの感想があ

りました。 

第２部では、富山市教育センターの三原茂指導主事に「教育現場におけるイタイ

イタイ病の過去と現在（いま）」というテーマで事例紹介をしていただきました。

イタイイタイ病を授業で取り入れる際にご自身が教員時代に実践されたことや最近

の宮野小学校での実践事例なども紹介しながら、過去と現在の取組みの違いなどに

ついて発表されました。 

富山国際大学子ども育成学部の水上義行教授からは、「学校カリキュラムの中に

いかに公害事件をとりこむか」というテーマで講義をいただき、イタイイタイ病を

 
本年もよろしくお願いいたします。 



教育に位置づける意義や副読本の活用方法など、授業に取り入れるための指導や助

言がありました。 

最後にはイタイイタイ病対策協議会の髙木勲寛会長からもお言葉をいただきまし

た。 

イタイイタイ病を詳しく知ってもらうとともに、実践的な提案もあり、研修会は

とても意義深いものになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例発表の様子（三原指導主事）      講義の様子（水上教授） 

 

『イタイイタイ病映像展』を開催します。 

 

 １月２７日（火）から２９日（木）まで富山市民プラザ２階アトリウムにて『イ

タイイタイ病映像展』を開催します。映像展は、イタイイタイ病の恐ろしさやその

克服の歴史といった事実を風化させないことの取組みの一つとして開催しているも

ので今回が３回目となります。 

 映像展では、患者家族や被害者団体役員、弁護団等、多くの関係者の証言映像を順

次上映します。自身が経験された生の声は、事実を伝えるだけでなく、見るものの心

に迫ります。 

また、写真パネルの展示も行いますので、当時の様子をより詳しく振り返ることが

できます。皆さん是非映像展へ足をお運びください。入場は無料です。 

 

 

 『イタイイタイ病を考える県民フォーラム』を開催します。 

 

２月１４日（土）に資料館２階交流学習ルームにて『イタイイタイ病を考える県民

フォーラム』を開催します。次代を担う小・中学生、大学生による学習・研究成果の

発表やシンポジウムとして四大公害病資料館の館長等が一同に会し、これからの公害

資料館の果たす役割と課題について議論します。 

また、県民講座として講師にアグネス・チャン氏を迎え、ご自身の活動や経験に基

づき、「水の惑星に生まれて」と題したお話をしていただきます。幅広い分野で活躍

  



されているアグネス・チャン氏の講座にも皆様ご期待ください。 

この県民フォーラムは事前申し込みが必要です。案内チラシ裏面の申込書に必要事

項を記載のうえ、２月１１日（水）までにファックス又は電子メールにてお申し込み

ください。皆様の参加お待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申し込み先 富山県立イタイイタイ病資料館 

        ＦＡＸ ０７６－４２８－０８３３ 

        Ｅ－mail idforum@esp.pref.toyama.lg.jp 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  


